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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名     北海道斜里高等学校                 

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  ■高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒０９９－４１１６ 

       北海道斜里郡斜里町文光町５番地１             

  E-mail  shari-z2@hokkaido-c.ed.jp         

  Website   http://www.shari.hokkaido-c.ed.jp/        

  児童生徒数  男子 １１１名   女子 ９３名  合計 ２０４名 

        児童・生徒の年齢１６歳～１８歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 ■ 世界遺産 

□ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

■ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

■ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 
 
１ 学校設定科目「知床自然概論」（３年次選択科目）における実践 
  
  本校は、平成１６年度からの総合学科への学科転換、平成１７年の「知床」
の世界自然遺産への登録を機に、学校設定科目「知床自然概論」を設定し、博
物館の学芸員や大学職員などの専門家の協力を得て、地域とともに学ぶ環境教
育を推進しており、ユネスコスクール加盟後には、ＥＳＤ活動の中心的な実践
として取組を推進しています。 

   本科目を選択した３年次生は、知床の自然や保護活動及び利用に関する具体
的な知識を学ぶとともに、野外観察学習を通して、自然との共生に対する人間
の責任についてじっくりと考えます。また、課題研究として各自のテーマにつ
いて研究し、その成果を「学習成果発表会」で地域へ報告しています。 

 

 
 
 
 
 

 

地域巡検          水界生態系調査         学習成果発表会                                                    
 
２ 特別活動（学校行事）における実践 
 
 (1) 知床自然体験学習 
     毎年１０月、１年次生全員を対象に、知床財団職員

や林野庁知床森林センター職員を講師として、世界自
然遺産地域周辺で自然観察や森林再生事業への協力
等の体験学習を実施しています。本学習を通して地域
の自然の法則についての理解や、環境保全意識の高揚、
ルールを遵守する態度の育成等を図っています。 

 
  (2) 史跡発掘体験学習 
      毎年５月、１年次生全員を対象に、知床博物           

館学芸員や発掘調査団員を講師として、町内史跡発掘
現場での発掘体験や博物館での学習を実施していま
す。本学習を通して、地域の歴史についての理解を深
め、郷土を愛する心の育成等を図っています。 

 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


